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令和８年 第５回（９月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番

号 
質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 質問の相手 備 考 

１ 藤 瀬 康 司 ３０分 

１．大規模地震に備

えた防災体制

について 

（１）今回の熊本地震を受

け、被災地では避難所

で生活する方だけでな

く、断水等が続く中、

自宅で避難生活を送る

「在宅避難者」への支

援も大きな課題となっ

ている。私自身、被災

地で飲料水等を各家庭

へ届ける「ラストワン

マイル」のボランティ

ア活動に参加し、避難

所への支援だけでな

く、在宅避難者の把

握、安否確認、物資を

最後まで届ける体制の

重要性を改めて感じ

た。今回の地震を教訓

として、本町における

大規模地震への備えに

ついて伺う。 

①熊本地震への本町の対応について 

 ⅰ今回の熊本地震に対し、本町は人的支援、物

資支援、義援金等を含め、どのような支援を

行ったのか。 

 ⅱ今回の地震を受け、本町の地域防災計画や避

難所運営体制について、点検・検証を行った

のか。 

②大規模地震発生時の避難所機能について 

 ⅰ大規模地震により停電、断水、通信障害等が

発生した場合、指定避難所の機能をどの程度

維持できると想定しているのか。 

 ⅱ体育館等に整備された空調設備は、停電時に

も使用できるのか。また、非常用発電機や蓄

電池等の整備状況、稼働可能時間はどうなっ

ているのか。 

 ⅲ食料、飲料水、毛布、衛生用品、生理用品、

乳幼児用品等について、現在の想定避難者数

に対して十分な備蓄量を確保しているのか。 

③災害時のトイレ対策について 

 ⅰ大規模地震による断水や下水道施設の被害

により、指定避難所の水洗トイレが使用でき

なくなった場合、どのような対応を想定して

いるのか。 

 ⅱ携帯トイレ、簡易トイレ、仮設トイレ等につ

いて、想定避難者数に対して何人分・何日分

を確保しているのか。 

 ⅲ高齢者、障がい者、子ども等にも配慮した災

害時のトイレ環境をどのように確保するの

か。 

 ⅳ断水した避難所や被災地域へ機動的に配置

できる「トイレカー」は、避難所だけでなく

在宅避難者への支援にも活用できると考え

る。本町において、トイレカーを導入する考

えはないか。 

 ⅴ単独での導入だけでなく、近隣自治体との共

同導入や災害時の相互応援協定等により、必

要な地域へトイレカーを派遣できる体制を

構築する考えはないか。 

④災害時の通信環境について 

 ⅰ指定避難所における Wi-Fi 環境の整備状況

はどうなっているのか。 

 ⅱShime Free Wi-Fi は、大規模停電時にも利

用可能なのか。 

 ⅲ停電や通信障害によって通常の通信網が使

用できない場合、町と各避難所との通信手段

をどのように確保するのか。 

 ⅳ衛星通信等、通常の通信網に依存しない代替

通信手段を確保する考えはないか。 

⑤ペット同行・同伴避難について 

 ⅰペットと避難できる避難所の受入体制はど

のようになっているのか。 

 ⅱペット避難所では、飼い主とペットがどのよ

うな環境で避難生活を送ることになるのか。 

 ⅲペット避難所が被災等により使用できない

場合の代替施設は確保されているのか。 
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 ⅳペット同行・同伴避難の方法や、飼い主が平

時から準備すべきものについて、町民への周

知は十分か。 

⑥在宅避難者への「ラストワンマイル」支援につ

いて 

 ⅰ大規模地震発生時、避難所に避難せず自宅で

避難生活を送る在宅避難者を、町はどのよう

に把握するのか。 

 ⅱ断水等が長期化した場合、在宅避難者への飲

料水、食料、生活物資等の供給をどのように

行うことを想定しているのか。 

 ⅲ高齢者、障がい者、乳幼児のいる世帯など、

支援を必要とする在宅避難者の安否確認や

物資配送について、町内会、自主防災組織、

民生委員、防災士等との連携体制は構築され

ているのか。 

 ⅳ避難所や物資拠点まで物資を届けるだけで

はなく、支援を必要とする各家庭まで物資を

届ける「ラストワンマイル」を想定した支援

体制を構築すべきではないか。 

⑦避難所情報の「見える化」について 

 ⅰ町民が災害時に適切な避難先を判断できる

よう、避難所ごとの収容可能人数、空調設備、

非常用電源、Wi-Fi、災害用トイレ、備蓄、バ

リアフリー、ペット避難の可否等を確認でき

る「避難所詳細マップ」を整備してはどうか。 

 ⅱ災害発生時には、避難所の開設状況や混雑状

況についても、町民がスマートフォン等から

確認できる仕組みを検討してはどうか。 

⑧今後の防災体制について 

今回の熊本地震を教訓として、停電、断水、通

信障害等を前提に、非常用電源、空調、トイレ、

備蓄、通信、ペット避難、在宅避難者への支援

など、本町の防災体制を総点検し、必要な見直

しを行う考えはないか。 

 

２ 安 河 内 祐 子 ３０分 

１．第 6次志免町総

合計画 基本

目標４安全で

安心に暮らせ

るまち施策 14 

防災・減災対策

の推進の取り

組みについて 

（１）14‐1 減災対策の強

化（土砂災害、洪水・

浸水対策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）14‐1 減災対策の強

化（地震災害対策） 

 

 

 

 

①災害警戒区域対策事業の中で、昨年度特に重点

を置いた事業は。 

②町の危険箇所について、昨年の一般質問時に答

弁された、土砂災害警戒区域(39 か所)や、土砂

災害特別警戒区域(30 か所)の整備の改善・改良

は進んでいるか。 

③雨水排水路の維持管理状況で、損傷や老朽化へ

の計画的改修は終了しているか。 

④浸水想定区域の対策事業(志免町道路冠水対策

基本計画)は推進できているか。 

⑤防災出前講座の実績と、住民参加状況及び町民

の防災意識の向上はみられているか。 

⑥防災情報の発信について、町民が複数の手段

（志免町ホームページ、公式 LINE、防災行政無

線、防災メール等）で迅速に災害情報を取得で

きるよう、周知及び利用促進は進んでいるか。 

⑦洪水による被災車両の移動支援などの対策は。 

 

①大規模地震に対し、志免町の想定される被害

は。(人的被害と施設被害) 

②耐震診断の普及と実績は。 

③継続した物資の備えは万全か。 

④緊急車両などの備えの状況は。(例えば水の支

給、トイレ、医療) 
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（３）災害発生後の町の支援

体制 

⑤公共施設に自家発電機は、どのくらい完備され

ているか。 

 

①災害ごみ置き場について。 

②生活用水(例えば井戸水協力体制など)対策は。 

③しばらくの間の被災者受け入れ体制(避難先や

居住場所)の備えは。 

④災害発生時の町内会と消防団との連携体制は

できているか。 

⑤災害発生後の支援協力体制は、どのようになっ

ているか。(例えば町と町内会、町内会と各消防

分団、地域ぐるみの助け合いなど) 

 

３ 丸 山 真 智 子 ３０分 

１．防災・減災対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）令和８年熊本地震、

千葉豪雨また糸島、

関東地方でも地震が

起き、災害等続いて

いる。さまざまな対

策について問いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①熊本地震被災地の避難所の報道を見ると、体育

館等に区切りもなく雑魚寝状態が映し出され

ているが、志免町で避難した場合には、ベッド

や仕切り（防災テント）の準備はできプライバ

シーは守れるのか。 

②住宅の耐震化率はどれくらいか。（令和４年８

月現在は耐震化率６４．２％）。これまで、耐

震化を進めるために耐震改修工事については

補助率を上げるべきではと質問してきたが、追

加で補助金総額も増額し、耐震化を進めるべき

では。 

③家具転倒防止について、家具販売店や電器店と

の協力で普及させたらどうかと令和６年６月

議会で質問していたが、どうなったのか。 

④災害時の食は大事。「備えない防災（フェーズ

フリー）」という考え方もある。家庭の常備品

活用でポリ袋利用の防災食づくりなどの講座

を開催し、自主防災組織に案内を出すなど普及

に努めるべきでは。 

また、キッチンカーとの協定をむすんでいるの

か。 

⑤生活に欠かせないインフラである水道施設の

耐震化の状況は。 

貯水、浄水、配水施設の耐震状況。管路の耐震

化では重要施設（災害拠点病院や避難所）へつ

ながる管路を優先的に強化しているのか、また

基幹管路の耐震適合率は。今後は。 

⑥千葉豪雨では内水氾濫が起きているが、志免町

の対策はどこまで進んでいるのか。対策を加速

する必要がある。 

⑦道路冠水が起きた場合は、役場はどのような対

応するのか。１０ｃｍ以上冠水した場合は車の

ブレーキが利かなくなるがその周知は。 

⑧災害時受援計画はあるのか。 

⑨緊急輸送道路とは。第１次、第２次、第３次の

指定はあるのか。整備促進は。 

⑩自主防災組織が機能するためにも実態把握が

必要ではないのか。配布された防災備品の現状

など。公民館役員研修のテーマを地域防災にす

るなど工夫をしたらどうか。 

⑪災害時の避難行動支援者の台帳が活用できて

いるか把握していない（６月議会答弁）とのこ

とだが、登録者の期待に反するのではないか。     

努力義務である個別計画の策定は。 

⑫住民の協力でできることのひとつである雨水

貯留タンクと雨庭の周知、普及を。補助してい

る自治体もある。 
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２．不要衣料の回収

について 

 

 

 

 

 

 

（１）環境省が家庭で不要

になった衣類の回収

を自治体に促すため

指針を策定する。 

 

⑬災害が起こってからの「アフター」（後）では

なく、「ビフォー」（前）が重要。行政が準備す

るところはしっかり行い、今一度、自助・共助

（地域コミュニティ）・公助の意識向上を行う

必要があるのではないか。 

 

①資源回収での不要衣料回収の状況は。増やすた

めに、紙類のように補助したらどうか。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

４ 小 森 弘 美 ３０分 

１．見守りボランテ

ィアの安全確

保と持続可能

な通学路防犯

体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．すべての町民に

優しいユニバ

ーサルデザイ

ンの庁舎へ 

（１）熱中症リスクに対す

る見守り活動者の安全

管理・熱中症対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）見守り活動中の事故

に対する補償制度につ

いて 

 

 

（３）持続可能な見守り体

制の構築と担い手確保

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本庁舎長寿命化改修

における「搾乳環境

（搾乳室）」の整備につ

いて 

本町の通学路では、地域のボランティアの方々

や高齢者の方々が、子どもたちの登下校の安全を

守るために、街頭に立ち続けてくださっている。

しかしながら、数名の町内会長より「この猛暑日

にボランティアの方々の善意と熱意に頼り切っ

ていては、いつ命に関わる事故が起きてもおかし

くない」との懸念の声を聞いている。そこで、子

どもたちの安全確保と、見守り活動者の安心・健

康の両立について町の見解を伺う。 

①見守り活動者に対する熱中症対策の現状把握

と取組みはできているか。 

②安全確保に向けたガイドラインの作成や周知

はなされているか。 

 

①見守り中に熱中症等で倒れたりした場合の補

償制度は整備されているか。 

②どのような保険や補償の仕組みが用意されて

いるのか。適用範囲について伺う。 

 

①今後の見守りの担い手確保や、高齢者だけに負

担を集中させない持続可能な見守り体制の構

築に向けて、どのような方策を考えているか町

の見解を伺う。 

②AI 見守りカメラや通学路防犯カメラ等の積極

的な導入は考えているか。 

③保護者との連携、有償ボランティア制度の検討

など、先進自治体の事例を参考にし、町内会や

見守り活動者の負担を軽減する必要があると

考えるが、町の見解を伺う。 

 

本庁舎は、令和 11 年度から令和 12 年度にかけ 

て、予算総額 21 億 5,940 万円を見込む長寿命化

改修が計画されている。その第一歩として令和 8

年度および令和 9年度の 2か年において、それぞ

れ 3,300 万円、計 6,600 万円の予算を計上し、

「基本構想・基本計画・実施設計」の策定が進め

られる。長寿命化改修の事業費には機能向上改修

は含まれないが、30 年、50 年先を見据え、町民

の誰もが利用しやすく、また子育て世代や働く女

性にも配慮した「ユニバーサルデザインの庁舎」

へと生まれ変わらせる絶好の機会であると考え

る。そこで、本庁舎長寿命化改修における町の見

解を伺う。 

①これから策定する基本構想および基本計画に

おいて、ユニバーサルデザインの視点はどのよ

うに位置づけられているのか。 

②福岡県において、ユニバーサルデザインの推進

や女性の就労・子育て支援の一環として、公共

施設等へ搾乳環境の整備を各自治体に働きか

町 長 
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けている。 

今回の改修において、「搾乳環境（搾乳室）」の

整備は検討されるか。 

③「授乳室・搾乳室・ファミリートイレ」を近接

して配置するなど、コストを抑えながら利便性

を高めるレイアウトを検討してみてはいかが

か。 

 

５ 大 西 勇 ３０分 

１．平成の森公園に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．入札制度につい

て 

（１）公園の現状と管理に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ホタルの保全につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）入札制度の現状と課

題。「総合評価落札制

度」への見直しにつ

いて 

①現在の管理体制と管理に対してどのような課

題があるか。 

②御手水の滝、周辺のお堂・石仏等の所有者は

どちらか。また、それらがどのような価値を

持つと認識されているか。 

③これらの保存整備について関係者と協議され

たことはあるか。 

④公園の文化資源として町が積極的に保存、整

備に関わっていくべきではないか。 

⑤それ以外の文化資源について、どのように把

握しているのか。 

⑥文化資源を町民や子供たちに学ぶ場として活

用しては。 

 

①ホタルの減少要因と生息できる環境を守るた

め、現在どのような協議や取り組みをされて

いるのか。 

②川で子供が遊ぶ場所とカワニナを育てる場所

を確保し、両立させる工夫も必要ではない

か。 

③過去、南小の先生や生徒がカワニナを育成

し、ホタルを飼育したと聞くが、その取り組

みの確認とその事の教育的評価は。 

④教育の一環として、学校・地域・住民ボラン

ティアなどと連携した協働による保全活動の

仕組みづくりが公園を守ることになると思う

が。 

⑤平成の森公園を今後どのような形で後世に残

していこうと考えておられるか。 

 

①これまでの成果と課題をどのように認識して

いるか。 

②これまで地元業者の災害時の対応や地域への

貢献についてどのように評価しているか。ま

た、こうした地域貢献度を現在の入札制度の

中で評価する仕組みはあるのか。 

③「総合評価落札方式」についての課題と認識

について。また、本町で導入する場合、どの

ような課題があるのか。 

④まずは一部の工事から試行することを含め、

導入に向けて具体的な検討を始めるべきだと

思うが。 

 

町 長 

教 育 長 
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